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平成３１年 ４月１日制定

理工学研究科 学位授与の方針

理工学専攻共通 

【学位授与の方針】 

 本専攻では，学生が身に付けるべき以下の具体的学習成果の達成を学位授与の方針とす

る。所定の単位を修得するとともに，修士論文を提出した者に対して修了判定を行い教務

委員会及び研究科委員会の議を経て，学長が修了を認定し，学位を授与する。 

① 所属するコースの専門分野における学問領域において，先端の高度な専門知識を身に

付けている。

② 研究活動を通して実践的な知識を身に付けるとともに，科学的思考力と洞察力を養い，

専門分野及び関連する分野における諸問題の解決に自律的に取り組む能力を身に付け

ている。

③ 専門分野の枠を超えて，幅広い教養と広範な視野をもち，地域や社会に貢献するため

の意欲と実践力を身に付けている。

数学コース 

【学位授与の方針】 

理工学専攻共通の方針の下に，①については以下の具体的学習成果の達成を学位授与の

方針とする。 

① 専門分野の学問領域は，数学の領域であり，大学の専門課程等で数学を学んだ上に，

さらに進んだ数学の各分野における問題を理解し，それらを解決するための論理を修

得し，直面する諸問題を正確に理解し解決する能力を身に付けている。

物理学コース 

【学位授与の方針】 

理工学専攻共通の方針の下に，①については以下の具体的学習成果の達成を学位授与の

方針とする。 

① 専門分野の学問領域は，物理学の領域であり，大学の専門課程等で物理学を学んだ上

に，さらに進んだ素粒子，物質，宇宙などそれぞれの自然現象に対して，高度な専門

的知識を身に付け，物理学の各分野における問題を理解し，それらを解決するための

論理を修得し，直面する諸問題を正確に理解し解決する能力を身に付けている。
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データサイエンスコース 

【学位授与の方針】 

理工学専攻共通の方針の下に，①については以下の具体的学習成果の達成を学位授与の

方針とする。 

 修士（理学） 

① 専門分野の学問領域は，データサイエンスの領域であり，大学の専門課程等で数学，

統計学，情報科学を学んだ上に，課題に応じた数理モデルやデータ分析手法を開発し

て，科学的にデータから価値のある知見や法則を発見できる，またデータサイエンス

の理学分野におけるリーダーとして活躍できる能力を身に付けている。 

 修士（工学） 

① 専門分野の学問領域は，データサイエンスの領域であり，大学の専門課程等で数学や

情報工学を学んだ上に，データ分析・加工・可視化・整理を行い，それを課題解決に

活かすことができる，データサイエンスの分野におけるリーダー的技術者として活躍

できる能力を身に付けている。 

 

知能情報工学コース 

【学位授与の方針】 

理工学専攻共通の方針の下に，①については以下の具体的学習成果の達成を学位授与の

方針とする。 

① 専門分野の学問領域は，知能情報工学の領域であり，大学の専門課程等で情報学を学

んだ上に，さらに情報技術者としての幅広い知識を修得し，IT分野の次世代技術の開

拓や先端研究を行える豊かな創造力や企画力，実践力を身に付けている。 

 

機能材料化学コース 

【学位授与の方針】 

理工学専攻共通の方針の下に，①については以下の具体的学習成果の達成を学位授与の

方針とする。 

① 専門分野の学問領域は，化学の領域であり，大学の専門課程等で化学を学んだ上に，

さらに応用化学，機能材料化学，機能材料工学など幅広い専門知識と実践力を修得し，

高度技術に支えられる社会を実現する科学技術を構築できる化学技術者としての能力

を身に付けている。 

 

機械エネルギー工学コース 

【学位授与の方針】 

理工学専攻共通の方針の下に，①については以下の具体的学習成果の達成を学位授与の

方針とする。 
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① 専門分野の学問領域は，機械工学の領域であり，大学の専門課程等で機械工学を学ん

だ上に，さらに進んだ機械工学のエネルギー分野における種々のエネルギー変換やエ

ネルギー利用の専門知識を修得し，エネルギー分野におけるリーダー的技術者として

活躍できる能力を身に付けている。 

 

機械システム工学コース 

【学位授与の方針】 

理工学専攻共通の方針の下に，①については以下の具体的学習成果の達成を学位授与の

方針とする。 

① 専門分野の学問領域は，機械工学の領域であり，大学の専門課程等で機械工学を学ん

だ上に，高度なものづくりに関する材料力学，機械設計，知能機械などの実践的な知

識を修得し，機械システム分野におけるリーダー的技術者として活躍できる能力を身

に付けている。 

 

電気電子工学コース 

【学位授与の方針】 

理工学専攻共通の方針の下に，①については以下の具体的学習成果の達成を学位授与の

方針とする。 

① 専門分野の学問領域は，電気電子工学の領域であり，大学の専門課程等で電気工学，

電子工学を学んだ上に，さらに進んだ電気電子工学における環境・エネルギー，エレ

クトロニクス，情報通信など各分野の先端の高度な専門的知識を修得し，電気電子工

学分野の高度専門技術者として社会に貢献できる能力を身に付けている。 

 

都市基盤工学デザインコース 

【学位授与の方針】 

理工学専攻共通の方針の下に，①については以下の具体的学習成果の達成を学位授与の

方針とする。 

① 専門分野の学問領域は，都市工学の領域であり，大学の専門課程等で都市工学を学ん

だ上に，さらに進んだ都市基盤整備に関する高度な知識と技能を修得し，都市基盤整

備に関する専門的職業人として活躍できる能力を身に付けている。 

 

建築環境デザインコース 

【学位授与の方針】 

理工学専攻共通の方針の下に，①については以下の具体的学習成果の達成を学位授与の

方針とする。 

① 専門分野の学問領域は，都市工学の領域であり，大学の専門課程等で都市工学を学ん



4 
 

だ上に，さらに進んだ建築・都市計画分野に関する高度な知識と技能を修得し，建築・

都市計画分野に関する専門的職業人 として活躍できる能力を身に付けている。 
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平成３１年４月１日制定

理工学研究科 教育課程編成・実施の方針

理工学専攻共通 

【教育課程編成・実施の方針】 

本専攻において学位授与の方針を具現化するため，以下の方針の下に教育課程を編成し，

教育を実施する。 

① 学位授与の方針①を達成するために，「専門科目」を配置する。

② 学位授与の方針②を達成するために，「特別研究」を配置する。

③ 学位授与の方針③を達成するために，「大学院教養教育プログラム」及び「自然科学系

研究科共通科目」を配置する。

④ 学位授与の方針①②③を達成するために，修士論文の審査及び最終試験を実施する。

１）教育の実施体制

本研究科における共通体制を以下に示す。この体制を基本とし，各コースは独自のものを

追加実施する。 

① 各コースは，教育課程の編成・実施に関する課題分析及びその改善について検討し，コ

ース会議で審議・決定し，これを実施する。

② 全ての授業科目で開講前にオンラインシラバスを作成する。

③ 閉講後には学生による授業アンケートに基づく教育改善を実施する。

④ 各学生に対し１年次より主指導教員１名，副指導教員１名を配置し，適切な指導が行わ

れることを担保する。

⑤ 学期の始めと終わりに面談による履修指導を行い，その内容を主指導教員及び副指導教

員がチェックし研究指導実施報告書として提出する。提出物を研究科長が点検し，問題

がある場合には指導する。

⑥ カリキュラムの体系を示すために，科目間の関連や科目内容の難易度を表現するコース

ナンバリングを行い，カリキュラムの構造を明示する。

⑦ ルーブリックを用いて，２年間にわたる研究活動を総括的に評価する。

２）教育･指導の方法

① 各授業科目は，シラバスに明示された講義概要，授業計画に従って実施する。

② 各学生に指導教員並びに副指導教員を配置し，履修指導や研究支援，修士論文執筆指導

を行う。 
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３）成績の評価 

① 成績評価は，シラバスに明示された基準に従って厳格に行う。 

② 修士論文審査及び最終試験は，主査１名，副査２名以上によって実施する。 

 

 

数学コース 

【教育課程編成・実施の方針】 

学位授与の方針を具現化するため，理工学専攻共通の編成，体制及び次の方針の下に教育

課程を編成し，教育を実施する。 

 

１．教育課程の編成 

 数学の基礎的な考え方及び論理的厳密性を修得させるために代数学・幾何学・解析学に関

する基礎的科目を選択必修として配置するほか，数学の各分野における理解を深めさせる

ための講義を「専門科目」の選択必修として配置する。 

 

２．教育の実施体制 

 理工学専攻共通の体制を取る。 

 

３．教育･指導の方法  

 講義による数理科学の広範囲な知識教育とセミナー形式による少人数の専門領域の教育

を組み合わせて学習効果を高める。 

 

４．成績の評価 

 理工学専攻共通の方法により成績評価を行う。 

 

物理学コース 

【教育課程編成・実施の方針】 

学位授与の方針を具現化するため，理工学専攻共通の編成，体制及び次の方針の下に教育

課程を編成し，教育を実施する。 

 

１.教育課程の編成 

 「専門科目」の中に，「量子力学」と「統計力学」に関する基盤的な科目を配置する。ま

た，素粒子，物質，宇宙などの物理学の各分野に対応する講義を選択必修として配置する。 

 

２．教育の実施体制 

 理工学専攻共通の体制を取る。 
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３．教育･指導の方法  

 講義による物理科学の広範囲な知識教育とセミナー形式による少人数の専門領域の教育

を組み合わせて学習効果を高める。 

 

４．成績の評価 

 理工学専攻共通の方法により成績評価を行う。 

 

データサイエンスコース 

【教育課程編成・実施の方針】 

学位授与の方針を具現化するため，理工学専攻共通の編成，体制及び次の方針の下に教育

課程を編成し，教育を実施する。 

 

 修士（理学） 

１．教育課程の編成 

 応用数学，数理科学，データサイエンス数理特論をはじめとするデータ科学分野（理学分

野），および，人工知能，機械学習，情報可視化，サイバーフィジカルなどはじめとするデ

ータエンジニアリング分野（工学分野）を重点的に配置する。「データサイエンスコース（理

学）」では，主として理学分野の科目を修了要件科目とする。 

 

２．教育の実施体制 

 理工学専攻共通の体制を取る。 

 

３．教育･指導の方法  

①講義による知識教育とセミナー形式による少人数の専門領域の教育をバランスよく組み

合わせて学習効果を高める。  

②データを実際に扱っている現場を体験してもらうため，積極的にインターンシップを行

う。特に，「データサイエンスコース（理学）」では，数理モデルやデータ分析手法を開

発している企業と協力してインターンシップを行う。 

③理学分野の研究を行っている教員が指導教員となり，研究テーマの設定及び研究計画の

立案に対して適切に指導する。 

 

４．成績の評価 

 理工学専攻共通の方法により成績評価を行う。 

 

 修士（工学） 

１．教育課程の編成 
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 応用数学，数理科学，データサイエンス数理特論をはじめとするデータ科学分野（理学分

野），及び，人工知能，機械学習，情報可視化，サイバーフィジカルなど始めとするデー

タエンジニアリング分野（工学分野）を重点的に配置する。「データサイエンスコース（工

学）」では，主として工学分野の科目を修了要件科目とする。 

 

２．教育の実施体制 

 理工学専攻共通の体制を取る。 

 

３．教育･指導の方法  

①講義による知識教育とセミナー形式による少人数の専門領域の教育をバランスよく組

み合わせて学習効果を高める。  

②データを実際に扱っている現場を体験してもらうため，積極的にインターンシップを行

う。特に，「データサイエンスコース（工学）」では，データエンジニアリング手法を開

発している企業と協力してインターンシップを行う。 

③工学分野の研究を行っている教員が指導教員となり，研究テーマの設定及び研究計画の

立案に対して適切に指導する。 

 

４．成績の評価 

 理工学専攻共通の方法により成績評価を行う。 

 

知能情報工学コース 

【教育課程編成・実施の方針】 

学位授与の方針を具現化するため，理工学専攻共通の編成，体制及び次の方針の下に教育

課程を編成し，教育を実施する。 

 

１．教育課程の編成 

 知能情報工学分野の専門的知識や技能を備え，情報技術者として社会に貢献できる実践

力を身に付けさせるために，情報システム，ソフトウェア企画・開発，人工知能，データ

サイエンス，サイバーフィジカルシステムなどの分野の「専門科目」を配置する。 

 

２．教育の実施体制 

 理工学専攻共通の体制を取る。 

 

３．教育･指導の方法  

① 講義による知識教育と，各種ソフトウェア環境やノートＰＣなどを活用したPBL・演習

による実践的教育をバランスよく組み合わせて学習効果を高める。 



5 
 

② 担当教員や当該科目のＷｅｂページ，教育用ポータルサイト，オンラインシラバス，

情報処理技術者試験自習システムなどを活用して教育におけるICT活用を推進し，学生と

教員の間の双方向コミュニケーション，自己学習及びキャリア教育，各種情報公開などを

推進する。 

③ 教育改善委員会を設置し，カリキュラムや教育内容の定期的な検討と改善を実施する。 

 

４．成績の評価 

 理工学専攻共通の方法により成績評価を行う。 

 

機能材料化学コース 

【教育課程編成・実施の方針】 

学位授与の方針を具現化するため，理工学専攻共通の編成，体制及び次の方針の下に教育

課程を編成し，教育を実施する。 

 

１．教育課程の編成 

 高度技術に支えられる社会を実現する科学技術を構築できる化学技術者としての能力を

身に付けるため，無機，有機を問わず，幅広い機能材料に関連する「専門科目」を配置する。 

 

２．教育の実施体制 

 理工学専攻共通の体制を取る。 

 

３．教育･指導の方法  

講義による広範囲な知識教育とセミナー形式による少人数の専門領域の教育を複合し，実

践的な知識と技術を修得させる。 

 

４．成績の評価 

 理工学専攻共通の方法により成績評価を行う。 

 

 

機械エネルギー工学コース 

【教育課程編成・実施の方針】 

学位授与の方針を具現化するため，理工学専攻共通の編成，体制及び次の方針の下に教育

課程を編成し，教育を実施する。 

 

１．教育課程の編成 

 流体力学，熱力学をはじめとする学問分野を重点的に配置する。 
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２．教育の実施体制 

 理工学専攻共通の体制を取る。 

 

３．教育･指導の方法  

① 流体力学，熱力学の各分野からそれぞれ複数の科目を提供することで，エネルギー工学

に関する専門的，横断的な知識を修得できるよう配慮し学習成果を高める。 

② 材料力学，機械設計，知能機械をはじめとした機械工学全般に関する基礎的，横断的な

知識を修得できるよう配慮し学習成果を高める。 

③ ２年次に中間報告会を実施し，情報検索能力，実験計画及び遂行能力，プレゼンテーシ

ョン能力について評価を行い，研究指導に反映させる。 

 

４．成績の評価 

 理工学専攻共通の方法により成績評価を行う。 

 

機械システム工学コース 

【教育課程編成・実施の方針】 

学位授与の方針を具現化するため，理工学専攻共通の編成，体制及び次の方針の下に教育

課程を編成し，教育を実施する。 

 

１．教育課程の編成 

 材料力学，機械設計，知能機械をはじめとする学問分野を重点的に配置する。 

 

２．教育の実施体制 

 理工学専攻共通の体制を取る。 

 

３．教育･指導の方法  

① 材料力学，機械設計，知能機械の各分野からそれぞれ複数の科目を提供することで，機

械システム工学に関する専門的，横断的な知識を修得できるよう配慮し学習成果を高める。 

② 流体力学，熱力学をはじめとした機械工学全般に関する基礎的，横断的な知識を修得で

きるよう配慮し学習成果を高める。 

③ ２年次に中間報告会を実施し，情報検索能力，実験計画及び遂行能力，プレゼンテーシ

ョン能力について評価を行い，研究指導に反映させる。 

 

４．成績の評価 

 理工学専攻共通の方法により成績評価を行う。 



7 
 

電気電子工学コース 

【教育課程編成・実施の方針】 

学位授与の方針を具現化するため，理工学専攻共通の編成，体制及び次の方針の下に教育

課程を編成し，教育を実施する。 

 

１．教育課程の編成 

 電気電子工学の基礎教育科目として「電気電子工学特論」を「専門科目（必修）」として

配置する。環境・エネルギー，エレクトロニクス，情報通信などの各応用分野に関する講義

を「専門科目（選択）」として配置する。 

 

２．教育の実施体制 

 理工学専攻共通の体制を取る。 

 

３．教育･指導の方法  

① 指導教員が，研究課題の設定，研究の進め方，論文のまとめ方などについて指導する。 

② 学会，研究集会などへの参加機会を積極的に提供し，プレゼンテーション技術の指導を

行う。 

③ 修士論文作成を指導し，修士論文，英文を含む論文概要を提出させる。 

④ 教育改善委員会とカリキュラム検討委員会を設け，定期的に教育内容の検討と改善を図

る。 

 

４．成績の評価 

 理工学専攻共通の方法により成績評価を行う。 

 

都市基盤工学デザインコース 

【教育課程編成・実施の方針】 

学位授与の方針を具現化するため，理工学専攻共通の編成，体制及び次の方針の下に教育

課程を編成し，教育を実施する。 

 

１．教育課程の編成 

 社会基盤整備に関する高度な専門的職業人として，現象の正確な把握と適切な工学的判

断ができ，運用能力に基づき課題を解決するために，地盤工学・水環境工学・構造工学分野

の「専門科目」を必修及び選択として配置する他，他の分野の「専門科目」を選択として配

置する。 

 

２．教育の実施体制 
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 理工学専攻共通の体制を取る。 

 

３．教育･指導の方法  

① カリキュラムの立案と運営を行う教育システム委員会，各教育分野の所属教員で構成さ

れる分野教員会をコース内に置き，教育内容及び実施の整合・統合・改善を図る。 

② 教育システム委員会及び分野教員会は，都市工学関連分野の教員と協力して実施する。 

 

４．成績の評価 

 理工学専攻共通の方法により成績評価を行う。 

 

建築環境デザインコース 

【教育課程編成・実施の方針】 

学位授与の方針を具現化するため，理工学専攻共通の編成，体制及び次の方針の下に教育

課程を編成し，教育を実施する。 

 

１．教育課程の編成 

 建築・まちづくりに関する高度な専門的職業人として，独創的かつ合理的な発想力と表現

力を鍛錬し，それを支える高度な知識を身に付けさせるために，建築デザイン分野及び建築

環境工学分野の「専門科目」を必修及び選択として配置し，他の分野の「専門科目」を選択

として配置する。 

 

２．教育の実施体制 

 理工学専攻共通の体制を取る。 

 

３．教育･指導の方法  

① カリキュラムの立案と運営を行う教育システム委員会，各教育分野の所属教員で構成さ

れる分野教員会をコース内に置き，教育内容及び実施の整合・統合・改善を図る。 

② 教育システム委員会及び分野教員会は，都市工学関連分野の教員と協力して実施する。 

 

４．成績の評価 

 理工学専攻共通の方法により成績評価を行う。 




